
 

 

災害に強いまちづくり 

 

 

 

■ 背景等 

・本市には利根川と渡良瀬川が流れており、予てより、いち早く広域避難対策に着手 

・近年は全国各地で異常気象による甚大な水害被害が多発 

・全国的に、避難情報が発令されても実際に避難する人はごく僅かという実態 
 

■ ハザードマップ及び広域避難説明会等の実施 

・新たなハザードマップの説明と地域別の具体的な避難行動計画等の住民説明会を実施 

（概ね小学校区を単位として計２３回、平成３１年６月～７月に実施予定） 

・「早めにみんなで一緒に広域避難する」防災意識の向上を図るための防災講演会を実施 

（利根川左岸と右岸とに分けて計２回、平成３１年８月に実施予定 

  〔講師〕東京大学大学院情報学環 総合防災情報研究センター 片田敏孝特任教授） 

 

☆ 平成 31年度予算額：防災啓発事業 657千円【市費】 
 

■ 水害広域避難訓練の実施 

・広域避難の普及と広域避難の実効性を高めるためバスを活用した広域避難訓練を実施 

（広域避難対象地域を３地域、避難者受入れ地域を１地域、平成３１年６月に実施予定 

 〔協力〕災害時応援協定締結市内バス事業者） 

 

【広域避難対象地域】 

・加須地域（大越地区）住民 

⇒ 加須地域及び騎西地域へのバスによる広域避難訓練 

・北川辺地域（中地区）住民 

⇒ 騎西地域及び市外へのバスによる広域避難訓練 

・大利根地域（豊野地区）住民 

⇒ 騎西地域へのバスによる広域避難訓練 

【避難者受入れ地域】 

 ・騎西地域 

⇒ 加須、北川辺、大利根の３地域からの広域避難者受入れ訓練 

 

☆ 平成 31年度予算額：水害広域避難対策事業 256千円【市費】 
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